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経歴
昭和22年５月
昭和45年３月
昭和48年３月
昭和51年4月
東京都目黒区に生まれる。
早稲田大学第一文学部東洋哲学科卒業。
東京大学人文科学研究科印度哲学科修士課程修了。
財団法人東洋文庫チベット研究委員会委員。
(昭和56年３月任期満了）
東京大学人文科学研究科印度哲学科博士課程単位取得退学。
財団法人東洋文庫研究員。（昭和56年３月任期満了）
財団法人東方研究会研究員。（平成2年３月任期満了）
国立民族学博物館共同研究員。（昭和58年３月任期満了）
東方学院講師。（平成2年３月任期満了）
国立民族学博物館研究協力者。（昭和59年３月任期満了）
国士舘大学文学部教育学科倫理学専攻教授。
退職。
昭和52年８月
昭和52年９月
昭和56年４月
昭和56年４月
昭和57年４月
昭和58年４月
平成2年４月
平成29年3月
共著書
「スタイン蒐集チベット語文献解題目録(第１分冊)」
（財)東洋文庫チベット研究委員会編、東洋文庫、東京、1977(昭和52)年３月
「スタイン蒐集チベット語文献解題目録(第２分冊)』
（財)東洋文庫チベット研究委員会編、東洋文庫、東京、1978(昭和53)年３月
「スタイン蒐集チベット語文献解題目録(第３分冊)」
（財)東洋文庫チベット研究委員会編、東洋文庫、東京、1979(昭和54)年３月
「スタイン蒐集チベット語文献解題目録(第４分冊)」
（財)東洋文庫チベット研究委員会編、東洋文庫、東京、1980(昭和55)年３月
「諸訳対照法華経普門品」Ｉ～Ⅲ
文部省科学研究費補助金(昭和53~55)総合研究｢仏典翻訳の対照意味論的
研究｣課題番号331060、（財)東洋文庫、東京、1981(昭和56)年3月
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論文
｢空(Smya)について」
「印度学仏教学研究」23-2号、ｐｐ２５１~254、日本印度学仏教学会、
東京、1975(昭和50)年３月
｢SatkotikovmahとSatpakSTkatha」
「印度学仏教学研究』24-2号、ｐｐ、975~971、日本印度学仏教学会、
東京、１９７６(昭和５，年３月
｢ｂＳａｍｙａｓの宗論以後に於ける頓門派の諭書」
「日本西蔵学会々報」２２号、ｐＰ８~10、同学会、東京、
1976(昭和51)年３月
「「頓悟大乗正理決」の妄想説について」
「印度学仏教学研究』25-2号、ｐｐ、234~237、日本印度学仏教学会、
東京、1977(昭和52)年３月
｢敦燵蔵文資料に於ける宗義系の読書(1)」
『印度学仏教学研究」26-1号、pp467-463、日本印度学仏教学会、
東京、1977(昭和52)年12月
「“sG'ａｓｂｙｏｒｂａｍｐｏｇｈ/Ｓｐａ,，考」
「印度学仏教学研究」27-2号、ｐｐ９１２~909、日本印度学仏教学会、
東京、1979(昭和54)年胡
「“MahEiWulPatt/”の成立事情」
「日本西蔵学会々報」２５号、ｐｐｌＯ－１３、同学会、東京、
1979(昭和54)年３月
｢摩訶術禅師考」
「仏教学」８号、ｐｐｌＯ９~133、仏教学研究会、東京、
1979(昭和54)年10月
｢摩訶桁禅師と頓門」
「印度学仏教学研究」28-1号、ｐｐ４３２~428、日本印度学仏教学会、
東京、1979(昭和54)年12月
｢敦埋蔵文資料に於ける宗義系の論書(2)」
「印度学仏教学研究」29-1号、ｐｐ３９３~389、日本印度学仏教学会、
東京、1980(昭和55)年12月
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｢敦煙蔵文ｍｋｈａｎｐｏＭａｈａｙａｎ資料考(1)」
「印度学仏教学研究』30-1号、ｐｐ４６４~461、日本印度学仏教学会、
東京、1981(昭和56)年12月
｢敦埠本ｓＧｏｍｎｍｄａｎｐｏ考」
『日本西蔵学会々報』２８号、ｐｐ４－８、同学会、東京、
1982(昭和57)年３月
｢Ｓａｄｍｉｄｒｕｇ出家考」
「SambhaSEi」４号、ｐｐ、1-28、名古屋大学印度学仏教学研究会、
1982(昭和57)年４月
｢のａｎｄｋａｒｍａ目録考」
「[田村芳郎博士還暦記念論集]仏教教理の研究」ｐｐ６０７~617、
春秋社、東京、1982(昭和57)年９月
｢吐蕃壬国訳経史」
「東洋学術研究」21-2号、ｐｐ、２９~41,（財)東洋哲学研究所、東京、
1982(昭和57)年11月
｢Ⅷチベット仏教の中観,思想」
平川彰ほか編集「[講座、大乗仏教7]中観思想」ｐｐ、283~314、
春秋社、東京、1982(昭和57)年ｎ月
｢Buddhagup伯考」
「印度学仏教学研究」31-2号、ｐｐ、851~845、日本印度学仏教学会、
東京、1983(昭和58)年３月
｢チベット大蔵経」
「東洋学術研究」22-2号、ｐｐ９７~112、（財)東洋哲学研究所、東京、
1983(昭和58)年Ｕ月
｢敦煙蔵文ｍｋｈａｎｐｏＭａｈａｙａｎ資料考(2)」
「印度学仏教学研究」32-2号、pplO14-lOll、日本印度学仏教学会、
東京、1984(昭和59)年３月
｢敦埋蔵文ｍｋｈａｎｐｏＭａｈａｙａｎ資料考(3)」
「印度学仏教学研究」33-2号、pp745-742、日本印度学仏教学会、
東京、1985(昭和60)年３月
｢縁起の蔵訳語」
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『東方」１号、ｐｐｌ８５~191、東方学院、東京、1985(昭和60)年４月
｢吐蕃訳経史」
山口瑞鳳監修「[講座敦煙6]敦煙胡語文献」ｐｐ４１９~448、
大東出版社、東京、1985(昭和60)年明
｢dkarchag/Dandkarma考（１）」
「[国士舘大学]教育学論叢」９号、ｐｐ」42~１１８，同学会、東京、
1991(平成3)年12月
｢dkarchag/Dandkarma考(Ⅱ)」
「[国士舘大学]教育学論叢」１０号、ｐｐｌ７０~146、同学会、東京、
1992(平成4)年12月
｢dkarchag/Dandkarma考(Ⅲ)」
「[国士舘大学]教育学論叢」１１号、ｐｐ、106~81、同学会、東京、
1993(平成5)年12月
｢dkarchag/Dandkarma考(Ⅳ)」
「[国士舘大学]教育学論叢』１３号、ｐＰｌ９４~168,同学会、東京、
1995(平成7)年12月
｢シャーキヤチヨクデン箸「如意[の]妙高[山]』和訳（１）」
「[国士舘大学文学部]人文学会紀要』２９号、ｐＰｌ７２~157,同学会、
東京、1996(平成8)年１０月
｢殺人に於ける善悪の起源」
「[国士舘大学文学部]創設30周年記念論集」ｐｐ４４６~432,同学部、
東京、1996(平成8)年11月
「「転有経』と『破有論」
『[平井俊榮博士古稀記念論集]三論教学と仏教諸思想｣pp、605~624、
春秋社、東京、2000(平成12)年１０月
｢吐蕃に於ける僧伽と中観論書の蔵訳」
「[江島惠教博士追悼記念論集]空と実在」ｐｐ４１７~429、㈱春秋社、
東京、2000(平成12)年Ｕ月
｢チベット仏教史年表(西暦1027~1086年)」
「[国士舘大学文学部]人文学会紀要」３３号、ｐＰ３３~48,同学会、
東京、2000(平成12)年12月
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｢シャーキャチョクデン箸『了義の海に入る十分な伺察の[大]船」考」
『[木村清孝博士還暦記念論集]東アジア仏教－その成立と展開」
ｐｐ５８７~600、春秋社、東京、2002(平成14)年11月
｢漢文蔵訳仏典考一特にＤＫ・No.267について」
『国士舘哲学[藤江正通教授退職記念]」７号、ｐｐ９５－１１４、
国士舘大学哲学会、東京、2003(平成15)年３月
｢サンポタシ箸「宗義の建立』考」
「国士舘哲学」８号、ｐｐ４４~63,国士舘大学哲学会、東京、
2004(平成16)年３月
｢ラトナラクシタ考」
「印度学仏教学研究」53-1号、pp327-321、日本印度学仏教学会、
東京、2004(平成16)年12月
｢シャーキャチョクデン署『如意[の]妙高[山]』和訳(Ⅱ)」
『国士舘哲学』９号、pp96-ll3、国士舘大学哲学会、東京、
2005(平成17)年３月
｢チベット仏教史年表(西暦1087~1146年)」
「[国士舘大学文学部]人文学会紀要』３７号、ｐｐｌ３~33、同学会、
東京、2005(平成17)年３月
｢ダルマターシーラ考」
「印度学仏教学研究」54-1号、pp485-478、日本印度学仏教学会、
東京、2005(平成17)年12月
｢チベット仏敦史年表(西暦1147-1206年)」
「[国士舘大学文学部]人文学会紀要』３８号、ppl3-35、同学会、
東京、2005(平成17)年12月
｢シャーキャチョクデン署『了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈」考」
「国士舘哲学』１０号、ｐｐ９９－１２０、国士舘大学哲学会、東京、
2006(平成18)年３月
｢チベット仏教史年表(西暦1207~1266年)」
「[国士舘大学文学部]人文学会紀要」３９号、ｐＰｌ９~41、同学会、
東京、2007(平成19)年３月
｢シャーキャチョクデン箸『了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈｣考(Ⅱ)」
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「国士舘哲学」11号、ｐｐ３０~51,国士舘大学哲学会、東京、
2007(平成19)年３月
｢吐蕃に於けるⅡ筐識諭書の蔵訳」
「印度学仏教学研究」55-2号、ｐｐ９７２~965、日本印度学仏教学会、
東京、2007(平成19)年胡
｢チベット仏敦史年表(西暦1267~1326年)」
『[国士舘大学文学部]人文学会紀要」４０号、pPl7-43、同学会、
東京、2008(平成20)年３月
ルーチェンークンガーゲルツェン箸「カーダム法源明灯」老」
『印度学仏教学研究」56-2号、ｐｐ、945-938、日本印度学仏教学会、
東京、2008(平成20)年３月
｢シャーキャチョクデン箸『了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈｣考(Ⅲ)」
「国士舘哲学」１２号、ｐｐ６９－９１、国士舘大学哲学会、東京、
2008(平成20)年３月
｢チベット仏敦史年表(西暦1327~1386年)」
「[国士舘大学文学部]人文学会紀要」４１号、ｐｐ３７~64,同学会、
東京、2009(平成２，年３月
｢シャーキャチョクデン箸｢了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈｣考(Ⅳ)」
『国士舘哲学」13号、ｐｐ４３－６３、国士舘大学哲学会、東京、
2009(平成21)年３月
｢レーチェンークンガーゲルツェン箸「カーダム法源明灯』考(Ⅱ)」
「印度学仏教学研究」57-2号、ｐｐ、1061~１０５４、日本印度学仏教学会、
東京、2009(平成２，年３月
｢チベット仏敦史年表(西暦1387~1446年)」
「[国士舘大学文学部]人文学会紀要」４２号、ｐｐｌ５－４４、同学会、
東京、２０１０(平成22)年３月
｢シャーキヤチョクデン箸｢了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈｣老(ｖ)」
「国士舘哲学」１４号、pp88-110、国士舘大学哲学会、東京、
２０１０(平成22)年３月
｢ダライラマ二世の宗義書」
「印度学仏教学研究」58-2号、ｐｐｌＯ３４~1027、日本印度学仏教学会、
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東京、２０１０(平成22)年３月
｢ダライラマ二世の宗義書(大乗)」
「印度学仏教学研究」59-1号、ｐｐ４６４~457、日本印度学仏教学会、
東京、２０１０(平成22)年12月
｢シャーキャチョクデン署『了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈｣考佃)」
『国士舘哲学』１５号、pp78-101、国士舘大学哲学会、東京、
２０１１(平成23)年３月
｢チベット仏教史年表(西暦1447~1506年)」
「国士舘人文学」２号（「[国士舘大学文学部]人文学会紀要」改題、
通巻44号)、pP83-lO8、国士舘大学文学部人文学会、東京、
2012(平成24)年３月
｢吐蕃の大校閲翻訳師」
「印度学仏教学研究」60-2号、ｐｐｌＯ５０~1043、日本印度学仏教学会、
東京、２０１２(平成24)年明
｢シャーキヤチョクデン箸｢了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈｣考(Ⅶ)」
「国士舘哲学」１６号、ｐｐｌ２１~141,国士舘大学哲学会、東京、
2012(平成24)年胡
｢敦煙本尺/ｇｓｐａｄ'1ﾉｇ[Cu]palmsh'９/elI7urbyaspa考」
「印度学仏教学研究」61-1号、ｐＰ４５７~450、日本印度学仏教学会、
東京、２０１２(平成24)年12月
｢吐蕃の梵語仏典蔵訳事情」
、伊藤瑞叡博士古稀記念論文集]法華仏教と関係諸文化の研究」
ｐｐ６８３~95,同刊行会、㈱山喜房仏書林、東京、2013(平成25)年２月
｢シャーキャチョクデン箸｢了義を－つ|こ成就すべき論書の詳細な注釈｣考(Ⅷ」
「国士舘哲学」１７号、ｐｐ６６~89,国士舘大学哲学会、東京、
２０１３(平成25)年胡
｢シャーキャチョクデン箸｢了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈｣考(、」
「国士舘哲学』１８号、ｐｐ６６~89,国士舘大学哲学会、東京、
２０１４(平成26)年胡
｢yUkがsas＃ka-kahikEi考」
「印度学仏教学研究」62-2号、ｐＰｌＯＯＯ~993、日本印度学仏教学会、
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東京、２０１４(平成26)年３月
｢吐蕃に於ける律蔵の蔵訳」
『印度学仏教学研究」63-2号、ｐｐｌＯｌ３~1006、日本印度学仏教学会、
東京、２０１５(平成27)年明
｢シャーキャチョクデン箸『了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈｣考(Ｘ)」
「国士舘哲学」１９号、ｐｐ、８５~１０８，国士舘大学哲学会、東京、
２０１５(平成27)年３月
｢Peniottib6tainNo、786考」
「印度学仏教学研究」64-2号、ｐｐ９４７~940、日本印度学仏教学会、
東京、2016(平成28)年３月
｢シャーキャチョクデン箸｢了義を－つに成就すべき論書の詳細な注釈｣考(Ⅲ)」
「国士舘哲学」２０号、ｐｐ８８~113,国士舘大学哲学会、東京、
2016(平成28)年３月
｢大校閲翻訳師dPalbrtsegs考(経部ほか)」
「印度学仏教学研究」65-2号、日本印度学仏教学会、東京、
２０１７(平成29)年3月（予定）
｢Stein敦埠蔵文仏典No.２６」
『国士舘哲学」２１号、国士舘大学哲学会、東京、
2017(平成29)年3月（予定）
｢チベット仏教史年表(西暦1507-1566年)」
『国士舘人文学」７号（『[国士舘大学文学部]人文学会紀要」改題、
通巻49号)、ｐＰ３１~56,国士舘大学文学部人文学会、東京、
2017(平成29)年3月（予定）
書評
｢[回顧と展望]チベット」
『史学雑誌」87-5号、ｐｐ２６３~265、史学会、東京、
1978(昭和53)年明
｢読書：ハンスーイン/安野早己訳『太陽の都ラサ』＜新チベット紀行＞」
『[月刊]シルクロードSiIAroad」4-6号(通巻30号、７月号)、ｐ、３８、
シルクロード社、東京、1978(昭和53)年7月
－１０－
原田覺教授略歴
｢読書：河口慧海箸『チベット旅行記」」
『[月刊]シルクロードSIIAroaQlU4-8号(通巻32号、１０月号)、ｐ、４０、
シルクロード社、東京、1978(昭和53)年10月
｢[回顧と展望]チベット」
「史学雑誌』89-5号、ｐｐ２４３~245、史学会、東京、
1980(昭和55)年明
辞書項目
｢日本仏教史概説」「日本仏教史研究｣「日本仏教史綱」「日本仏教思想史」
｢日本仏教小史｣旧本仏教における戒律の研究｣｢仏教思想講座」
『仏書解説大辞典』１３巻(増補2)、ｐｐ、218~227,306~309,550~551、
大東出版社、東京、1973(昭禾ﾛ48)年
｢西域仏教｣｢ネパール仏教｣｢本初仏」
「大百科事典」平凡社、東京、1985(昭和60)年
｢西域仏教｣｢ネパール仏教｣｢本初仏」
山折哲雄監修「世界宗教事典』平凡社、東京、1991(平成3)年
｢ネパール仏教」
江島恵教ほか監修「南アジアを知る事典」平凡社、東京、
1992(平成4)年
｢カンギュル｣｢サキャ全書｣「ソンツェンガンポ｣｢チソンデツェン」
｢西蔵大蔵経｣｢デンカルマ目録｣｢テンギュル｣｢パスパ｣｢翻訳名義大集」
｢ラサ｣「リンチェンサムポ」
「日本大百科全書」小学館、東京、1994(平成6)年
その他
｢[聖徳太子とソンツェンガムポ]チベットにも聖徳太子が!？（二人の存
在は歴史的偶然か必然か!？）」
「[別冊]歴史読本」7-2号(伝記シリーズ23号)、ｐｐ２３４~238、
新人物往来社、東京、1982(昭和57)年４月
｢チベット仏教史｣｢法王ソンツェン・ガムポ｣｢ポタラ宮殿」
ダライ・ラマ政庁宗教委員会監修「密教一チベット仏教の世界」
‐１１－
原田覺教授略歴
ぎようせい、東京、1983(昭和58)年１月
｢No.９０，９３，９４，９５，１２０、１２１，１２３，１２４，１２６，１４０，１４１」
長野泰彦編「[国立民族学博物館研究報告別冊1]国立民族学博物館
蔵青木文教師将来チベット民族資料目録」同博物館、大阪、
1983(昭和58)年３月
西岡祖秀共著｢レファランス」
長野泰彦、立川武蔵編『チベットの言語と文化」ｐｐ、１－３０、冬樹社、
東京、1987(昭和62)年4月
－１２－
